
 

 

  

 

ＪＲ東日本カップ 2011 第 85回関東大学サッカーリーグ１部（後半戦）第 10節 

開幕勝利に、安堵の表情を浮かべ

るイレブン (撮影:佐藤 亮) 

課題と兆し垣間見える 

開幕戦 
 

 辛酸をなめ続けたリーグ前半は、

まるで泥沼に埋もれてしまったか

のように勝ち星を掴めず。前期中断

を２連勝という最高の形で終えた

駒大は、リーグ優勝・インカレ制覇

の二冠を目指しここから猛反撃を

みせる。 

まずは序章となる青山大との開

幕戦、前半のホイッスルが鳴り止ま

ぬうちに、ゴールネットは揺らされ

た。素早いプレスでボールを奪うと

相手 DFの裏に抜け出たボールに山

本が反応し先制。前線からの激しい

プレスを中心に駒大の猛攻はその

後も続く。サイド攻撃を中心に攻め

立てると迎えた 18分、碓井の左サ

イドを縦に一閃した突き抜けるパ

スを受けた濱田のクロスに「頭で合

わせるだけだった」と奥村が追加点

を奪う。試合のペースを完全に握っ

たかと思われたが、その足は次第に

止まっていき繋がっていた糸に綻

びが生まれる。 

始まりは 23分、自陣ペナルティ

ーエリア前での混戦から奪われた

失点だった。ここから、DFとボラ

ンチの連携ミスが目立つようにな

ると、この不具合を突かれ相手のパ 

 

[駒]１分:山本(奥村)          [青]23 分:横内(関) 

[駒]18 分:奥村(濱田)                 [青]29 分:武富(高久) 

[駒]85 分:山本(小牧) 

[シュート]10:13 [GK]16:14 ［CK］6:10 [直接 FK]19:21 

[間接 FK]１:５ [OS] １:４ [主審]福岡靖人 [観衆]約 550人 

 

[間接 FK]2:3 [主審]藤原 暢央  [観衆]480人 

警告(C)／退場(S) 

[駒]43 分: 山崎紘吉(C)          [青]18 分: 金 大樹(C) 

                 [青]32 分: 阿部悠紀(C) 

 

※データの左側が駒大 

KOMAZAWA 
GK○21大石健太(2) 

DF○29大木 暁(1) 

(87 分⑮三澤祥馬(3)) 

DF③三宅 徹(4) 

DF④林堂 眞(4) 

DF②砂川太志(4) 

MF⑤山崎紘吉(4) 

MF⑦碓井鉄平(2) 

MF⑧奥村 情(3) 

MF⑥濱田 宙(4) 

(55 分⑨肝付将臣(4)) 

FW⑪湯澤洋介(3)  

(76 分⑲小牧成亘(1)) 

FW ⑫山本大貴(2) 

S U B 

GK○22檜山昇吾(2) 

DF⑳江川昇吾(4) 

MF⑭板倉直紀(1) 

MF⑰矢野裕貴(4) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

 

 

 

 

 

 

 

A O Y A M A  
GK○1 田端信成(4) 

DF○20金 大樹(4) 

DF○6 阿部 裕紀(4) 

(88 分○14奈良林賢治(4)) 

DF⑮藪 裕史朗(3) 

DF○2 御牧 考介(3) 

MF○5 白井 悠太(3) 

MF○9 枠山翔(4) 

(71分○18西田 直斗(3)) 

MF○28横内 宏治(1) 

MF⑯高久 朋輝(4) 

FW○10関 隼平(4) 

FW○13武富 尚紀(3) 

(82 分○4 樋口 大(4)) 

S U B 

GK⑫若尾 直道(3) 

DF○3 山田 一歩(4) 

MF○23地頭園 雅弥(4) 

MF○7 木下 智之(4) 

M A N A G E R 

宮崎純一 

 

得点者（ｱｼｽﾄ） 

９月 10日 11：30 日立市民運動公園 陸上競技場 

 

スを許すようになってしまい、自

然と相手の攻撃機会が増えてい

く。すると失点からわずか６分後

の 29分、「ずれたところからパス

をだされた」と主将の林堂が試合

後に振り返ったように、DF のク

リアミスから GK の前に生じたス

ペースを突かれると、ついに同点

弾を叩き込まれる。このとき、序

盤の勢いは見る影もなく、選手達

の足は完全に止まっていた。 

後半を迎えるも、苦しい時間は

続いた。流れを変えるために、55

分に怪我から復帰したばかりの

濱田を下げ肝付を投入するも、相

手の勢いは止まらず幾度も駒大

ゴールを脅かされる。二枚目の交

代カードがきられたのは 76 分。

湯澤に代わっての小牧の采配は

的中。85 分、その小牧が右サイ

ドをかけあがると、グランダーで

山本に合わせて決勝弾を演出。そ

の後、試合終了間際にはフレッシ

ュな三澤を送り込み守備を厚く

すると、相手の猛攻をしのぎき

り、３－２で試合終了。 

「ディフェンス力での粘りが

もっと必要」と試合後に、秋田浩

一監督が語るように、序盤の迫力

あるプレーを継続し守備をより

固めることが後期リーグ攻略の

鍵となるだろう。 （渡辺 悠太） 

 

（２－２） 

（１－０） 
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国士大  

  （２－１） 

 

   

 

３ ２ 駒大    
(８位) (10位) 

青学大 


